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私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています



　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
市
老

連
の
事
業
に
関
し
て
ご
支
援
と
ご
協

力
を
頂
き
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
以
降
は
市
老
連
の
役

割
と
期
待
を
一
層
認
識
し
つ
つ
明
確

な
運
営
目
的
と
意
識
を
も
っ
て
事
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
、運
営
事
業
の
見
直
し

　

囲
碁
ボ
ー
ル
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、健

康
麻
雀
大
会
、大
学
講
座
は
、こ
こ
数

年
新
た
に
導
入
し
た
事
業
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
財
政
事
情
を
勘
案
し
皆

様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
反

映
さ
れ
た
事
を
読
み
取
り
、４
つ
の

事
業
は
大
会
実
施
推
進
よ
り
は
実
施

に
係
る
運
営
負
担
の
削
減
を
優
先
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

２
、運
営
費
・
人
件
費
圧
縮
の
実
施
と

加
入
促
進
の
一
層
の
強
化

　

４
つ
の
事
業
の
削
減
と
と
も
に
運

営
費
及
び
人
件
費
も
圧
縮
す
る
、削

減
後
は
、量
よ
り
質
を
求
め
て
い
く

方
針

３
、加
入
促
進
の
一
層
の
強
化

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
は
近
年
減
少
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
が
、市
老
連

運
営
の
観
点
か
ら
は「
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
数
」は
諸
活
動
の
収
入
原
資
と

な
る「
市
の
運
営
費
補
助
金
」「
会
員

か
ら
の
負
担
金
」に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
要
因
で
す
。従
っ
て「
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
」の
低
減
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
と
も
に「
加
入
促
進
」に

皆
様
と
共
に
引
き
続
き
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
、継
続
重
点
施
策

令
和
６
年
度
か
ら
の
継
続
施
策

⑴
女
性
の
社
会
参
画
機
会
の
充
実
と

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
参
加

・「
生
き
が
い
教
室
」の
充
実

・
福
祉
大
会
や
福
祉
会
館
ま
つ
り

　

等
イ
ベ
ン
ト
の
積
極
的
参
加

⑵
健
康
長
寿
に
通
ず
る「
フ
レ
イ
ル
防

止
」に
関
す
る
啓
蒙
活
動
の
展
開

⑶
友
愛
・
社
会
奉
仕
活
動
の
更
な
る

推
進

⑷
S
N
S
な
ど
の
知
見
拡
大
に
資
す

る
研
修
活
動
の
充
実

⑸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
よ
る
本

市
老
連
広
報
活
動
の
強
化

⑹
行
政
と
の
定
期
的
な
情
報
交
換
と

要
望
事
項
の
提
案

５
、そ
の
他

⑴
市
老
連
実
行
委
員
会
は
事
務
局
と

一
体
と
な
り
、事
業
運
営
の
準
備
・

推
進
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と

⑵
台
風
等
に
よ
る
事
業
中
止
の
判

断
が
な
さ
れ
た
場
合
、延
期
措
置

を
行
う
か
否
か
は
、そ
の
事
業
の

位
置
づ
け
や
他
事
業
中
止
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
も
慎
重
に
踏
ま
え
、

理
事
会
に
お
い
て
判
断
し
て
い
く

方
針
で
す
。

令
和
７
年
度
を
迎
え
て
平
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
福
岡
　
光
夫
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新 任 あ い さ つ

　

こ
の
度
副
会
長（
厚

生
部
長
）に
選
任
さ
れ

た
三
觜
で
す
。理
事
の

経
験
も
浅
く
、大
任
を

受
け
る
器
で
な
い
こ
と

を
自
覚
し
て
お
り
ま
す

が
、皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
頂
き
、微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、会

の
発
展
に
努
め
た
い
と

考
え
ま
す
。宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
崇
善
西
地

区
、５
ク
ラ
ブ
の
代
表

に
選
ば
れ
、務
め
る
事

に
な
り
ま
し
た
。皆
様

の
足
手
ま
と
い
に
な
ら

ぬ
様
に
一
歩
一
歩
、着

実
に
前
進
で
き
ま
す
よ

う
取
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
の
趣
味

の
会
や
友
愛
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
の
元
気

さ
を
見
て
い
る
と
、健

康
で
い
る
こ
と
で
、友

愛
や
社
会
奉
仕
活
動
等

で
ゆ
め
ク
ラ
ブ
の
発
展

に
つ
な
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

崇
善
西
地
区

理
事
　青
木
　
征
一

　

令
和
７
年
度
の
理

事
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。単
位
ク
ラ
ブ
の
会

長
と
違
い
大
変
重
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。平
老

連
幹
部
の
皆
様
や
理
事

各
位
の
ご
指
導
を
戴
き

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
は「
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
ひ
ら
つ
か
」に

【
地
域
の
サ
ロ
ン
通
い

の
場
】と
し
て
５
月
か

ら
取
り
組
む
事
に
な
り

ま
し
た
。

港
北
地
区

理
事　

石
井
　
近
義

新
副
会
長

（
厚
生
部
長
）

三
觜
　
喜
雄

　

今
年
度
よ
り
金
目
地
区
の

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。市
老
連
と
会
員
の
皆
様

と
の
つ
な
が
り
を
支
援
し
て
、

楽
し
く
、い
き
い
き
と
生
活
出

来
る
様
、皆
様
の
温
か
い
御
指

導
の
も
と
、一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。

　

こ
の
度
金
田
地
区
よ
り
理

事
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。中
村
と
申
し
ま
す
。

　

新
任
と
い
う
こ
と
で
大
変
重

荷
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。地
域

の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
大
事
に

温
か
み
あ
る
金
田
老
人
会
を
め

ざ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
御
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、松
ヶ
丘
地
区
の
理

事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
原
で
す
。皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
一
生

懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ど
う
か
ご
協
力
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

松
が
丘
地
区
　

女
性
部
理
事
　

原
　
　
和
子

金
目
地
区
　

理
事
　宮
田
美
穂
子

金
田
地
区
　

理
事　

中
村
　
　
胖
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市 老 連 の 動 き

日時　令和７年１月23日～27日　
　　　午前10時～午後５時
展示会場　ひらつか・市民プラザ
作品展　手芸・編み物・書道・写真・工作・
　　　　その他に自前の作品が勢揃い
体験コーナー
　土曜日・日曜日に女性部の皆様の指導の

もと体験学習が出来ます
作品数　令和７年328点　
　　　　作品出展116人　体験者　40人

第54回ゆめクラブ湘南平塚　
趣味の作品展 教養部長　松下　　傳

教養部�

　平塚市老連では毎年恒例の趣味の作品
展を行っております。老人クラブは地域を
基盤とする高齢者の自主的な組織です。
　本事業を通して老人クラブの活動によ
り、一層の活性化を図り高齢者の生きが
いや健康づくりを推進することにより明る
い長寿社会の実現と保健福祉の向上に資
することを目的とする。

日時　令和７年４月25日㈮　10時～12時

令和７年度平塚市
老人クラブ連合会通常総会 総務部長　井上　雄允

総会に付議する事項
１．議案第１号　令和６年度　事業報告　福岡会長
２．議案第２号　令和６年度　一般会計収支決算報告　尾上会計
３．議案第３号　令和６年度　活動基金特別会計収支決算報告　尾上会計
４．議案第４号　令和７年度　事業計画（案）　福岡会長
５．議案第５号　令和７年度　一般会計収支予算（案）　尾上会計
６．議案第６号　令和７年度　活動基金特別会計収支予算（案）　尾上会計

総務部

代議員総数　95名　 出席者　66名　 委任状　19名
会場　中央公民館４階小ホール

以上の報告及び提案がなされ、審議の結果、賛成多数で承認されました。
これをもって令和７年度は活動を進めてまいります。

来賓　平塚市福祉部長　田中恵美子
　　　平塚市高齢福祉課長　大木　潔
議長　中戸川正夫（崇善東）　庄司　史弘（崇善東）
書記　長岡　友子（旭北）　武井チエ子（豊田）

23日㈭ 24日㈮ 25日㈯ 26日㈰ 27日㈪ 合計

210人 85人 171人 138人 66人 670人

入場者数
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市 老 連 の 動 き

教養部長　松下　　傳

　デジタル庁のデジタル推進委員コミュ
ニティリーダーです。デジタル庁の筆記試
験や面接試験に合格され推進委員の資
格をとる。終了後は参加者の皆様よりアン
ケートいただき大変に良いと御好評いだ
だきました。

第63回　大学講座教養部
日時　令和７年３月３日㈪     場所　平塚市福祉会館3階大広間
時間　９時30分～12時00分   受講者　各地区より50数名の参加
進行・司会　松下副会長　開会の言葉　井上副会長　
会長あいさつ　福岡会長　
講師紹介　松下副会長
テーマ：楽しく今活～デジタル情報社会を生き抜く知恵
世の中で大変話題の多いSNSデジタル情報の良いところ。
或いは気を付ける事をわきまえて、楽しくスマホに接して
いきたいと思います。
講師　柴田和枝先生

教養部長　松下　　傳

令和6年度湘南Aブロック
老連ゆめクラブ大学

教養部

日時　令和７年３月６日㈭
　　　午後１時30分～４時30分
場所　秦野市保健福祉センター会議室
主催　神奈川県老人クラブ連合会・湘南ブロック老連
　　　秦野市老人クラブ連合会
講義内容　健康滑舌トレーニング・表情・脳を活性化して若返り
講師紹介　認定講師、健康管理士一般指導員　花形 一実先生
　　　　　認知症予防について～MCIと認知症
　　　　　医療法人丹沢病院 
                     理事長・医院長・医学博士・関口 剛先生
　　　　　フレイル予防について
　　　　　秦野市高齢介護課　小林 幸子氏
　　　　　理学療法士・横田リハビリセンター　中曾根 絵里子氏
参加者　平塚市老連より19名のメンバーが参加しました

　老人クラブは地域に密着した組織です。健
康づくり・生きがい活動・友愛活動等々に取
り組んでいます。今回の研修会では、高齢者
の取り組む環境は厳しい状況です。高齢者
が地域社会の一員として心身ともに健康で
居られる様、健康寿命を延ばす為に健康づ
くり・生きがい活動・介護予防・フレイル予防
等々に取り組んでいます。
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市 老 連 の 動 き
　

5
月
12
日
㈪
第
14
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
曇
天
の
中
、馬
入
ふ

れ
あ
い
公
園
、人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
で

行
わ
れ
た
。

　

参
加
は
昨
年
と
同
じ
22
チ
ー
ム

で
、人
工
芝
の
競
技
も
今
回
で
3
回

目
と
な
り
、コ
ー
ス
慣
れ
し
た
た
め

か
多
く
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と
、好

成
績
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
旭
南
チ
ー
ム
、準
優
勝
は
崇

善
東
A
チ
ー
ム
、3
位
は
崇
善
西
B
、

4
位
は
松
原
A
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

雨
も
降
ら
ず
、ス
ム
ー
ズ
に
大
会
を

進
行
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、記
録
員

を
始
め
と
す
る
参
加
者
全
員
の
ご
協

力
の
お
陰
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ス
コ
ア
ー
集
計
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、今
回
は
会
場
で
の
閉
会
式
を
行

わ
ず
、成
績
発
表
や
上
位
入
賞
チ
ー
ム

に
対
す
る
賞
品
の
授
与（
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
に
対
す
る
記
念
品
の
授
与
を
含

む
）は
5
月
15
日
㈭
に
開
催
し
た
理
事

会
で
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
大
会
は
、

集
計
事
務
の
短
縮
を

図
り
、会
場
で
の
閉

会
式
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 第

14
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

厚
生
部
長　

三
觜　

嘉
雄

厚生部

　
「
秩
父
原
木
し
い
た
け
狩
り
と
長

瀞
の
岩
畳
見
学
と
宝
登
山
神
社
参

拝
」を
テ
ー
マ
と
し
た
初
夏
の
日
帰

り
旅
行
が
、6
月
16
日
と
18
日
の
2

班
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
時
期
の
開
催
で
天
候
を
心

配
い
た
し
ま
し
た
が
、両
日
と
も
快

晴
に
恵
ま
れ
た
反
面
、高
温
の
た
め

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
使
う

一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

圏
央
道
狭
山
日
高
I
C
か
ら
一
般

道
に
入
り
、小
松
沢
レ
ジ
ャ
ー
農
園
で

「
秩
父
原
木
し
い
た
け
狩
り
」を
行

い
ま
し
た
。参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の

方
が「
し
い
た
け
狩
り
」は
初
め
て
で

あ
り
、興
味
深
く
見
学
す
る
と
と
も

に
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

上
長
瀞

で
の
昼
食
後

1
9
0
0
年

の
歴
史
を
誇

り
、
秩
父
三

社
の
一
つ
で

あ
る
「
宝
登

山
神
社
」
を

参
拝
し
た

後
、
長
瀞
の

岩
畳
を
見
学

し
ま
し

た
。ゆ
っ

た
り
と

し
た
川

の
流
れ

と
岩
畳

を
背
に

記
念
撮

影
、自
然

を
満
喫

し
て
い

る
姿
が

方
々
で

見
ら
れ

ま
し
た
。

　

旅
行
最
後
の
立
ち
寄
り
所
で
あ

る
、薔
薇
と
ス
イ
ー
ツ
の
シ
ャ
ト
ー

「
花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
」で
参
加
者
全

員
に
3
斤
の
酵
母
食
パ
ン
が
お
土
産

と
し
て
渡
さ
れ
た
。米
の
価
格
が
高

値
安
定
し
て
い
る
中
、ジ
ャ
ス
ト
タ

イ
ミ
ン
グ
の
手
配
で
あ
っ
た
。

　

3
斤
の
大
き
な
パ
ン
と
、購
入

し
た
家
族
へ
の
お
土
産
を
手
に
、バ　

ス
の
ス
テ
ッ
プ
を「
ヨ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
」

と
声
を
出
し
な
が
ら
上
が
る
足
元
も

軽
く
、楽
し
い
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。　

初
夏
の
日
帰
り
旅
行厚

生
部
長　

三
觜　

嘉
雄

厚生部
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市 老 連 の 動 き

　6年度の女性部役員研修会を2月7日福祉会館3階大
広間で行いました。
　ハワイアンバンド「アロハ・レイナニ」の方々に来て
いただいて、ハワイアン音楽鑑賞“きれいな音楽を聞
いて、歌って、心の健康に役立てよう”という内容でし
た。参加者29人。出席された方々が“皆で歌ってハワイ
にいる様な気分になり幸せな時間だった”とか“私の

青春でした”とか“ハワイに居るのかなぁ？”とか“バン
ドに合わせて皆で一緒に参加出来た事楽しい時間で
した”等いろいろな感想がありました。
　「音楽のチカラ」でフレイル予防になったのではな
いでしょうか。もっと大勢の人に聞いてほしいと思いま
した。

女性部役員研修会 女性部長　五味　滋子女性部

　女性部の生きがい教室は参加者も決まり音楽教室
（９回）、リズム体操（10回）は５月から、手芸教室（６

回）は６月から始まっています。３講座合わせて100名
です。それと近いうちに「ハンドベル」の教室を始めた
いと思っています。詳細が決まりましたらお知らせい
たします。

　その他の年間行事には、福祉大会にコーラス、リズ
ム体操の発表。福祉会館まつりにはコーラス、リズム
体操、手芸作品の展示。スポーツ大会はリズム体操の
参加があります。年２回の女性部役員研修会がありま
すが講座内容はまだ未定です。趣味の作品展には毎
年たくさんの人に協力をいただいています。
　今年もよろしくお願いいたします。

生きがい教室 女性部長　五味　滋子女性部
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旭北地区の自慢 旭北地区連合会　会長　松下　傳

◯はじめの言葉　１年担任の臼井先生
◯協力者の紹介　自己紹介
　ゆめクラブより～10名参加全員
○遊びの内容：竹とんぼ・紙飛行機・だるま落とし・
　けん玉・かるた取り　５類目
◯後片付け　全員
○お礼の言葉：1年担任の先生　11時10分解散
※児童の学習の目的：昔の遊びのやり方と楽しさを知る事
※昔の遊びを通して、地域の方々との交流を図る

　平成25年当初は４名の会員から、
スタートしました。現在は、朝９時に
集まってみんなでラジオ体操から始
めます。リーダーの日高氏は「一人を
大切に」をモットーにみんなで仲良く
笑いの絶えないチーム・徳延の人間
関係を作りみんなで楽しく、健康管理
に気を付けて、ゲームしています。
　最近では、チーム色みどりのユニ
フォーム等を作りとても爽やかな色
彩で仲間も喜んで活動をしています。

　色彩がよく綺麗なグリーンですの
でとても目立ちます。現在は会員数は
34名です。平均では25名位参加され
ています。
　時にはチームを二分し対抗試合も
行っています。とにかく皆さんが元気
で明るく楽しく活動をしています。
　このチームに関心ある方は、
問い合わせ番号

0463ー33ー0587・日高森雪氏

グラウンドゴルフ

わ が 地 区 の 自 慢

小学１年生との交流

平成25年４月クラブの設立

毎週火曜日・金曜日実施日

午前９時より～12時時 間

徳延第一公園にて会 場

日高　森雪氏責任者

2025年2月10日㈪　９：00～11：10実施日

旭小学校　多目的室　体育館１F・２F会 場

９：00～９：20開会式 ９時10分　各１年生よりあいさつ
９時20分　ゆめクラブの皆様から担当と自己紹介
９時30分　ゲーム開始
ゆめクラブより10名参加
遊びの内容は：竹とんぼ・紙飛行機・
コマ回し・けん玉・かるた取り
12時　解散
※ゆめクラブの皆様は、旭小学校・
松延小学校の子ども達の成長を願うばかりです
※私共ゆめクラブでは、今では毎年恒例の行事となって
おります

2025年2月17日㈪実施日

松延小学校体育館会 場
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地 区 だ よ り

●
ク
ラ
ブ
数
６
ク
ラ
ブ

●
会
員　

１
７
５
名

●
活
動

①
春
夏
秋
冬　

全
体
親
睦
会

②
前
鳥
神
社
参
道
清
掃
年
３
回

③
通
い
の
場　

延
べ
２
２
２
回

④
単
位
ク
ラ
ブ
独
自
親
睦
会

平
均
年
３
回

⑤
公
民
館
・
自
治
会
・
神
社
・

小
学
校
の
行
事
参
加

●
四
之
宮
地
区
の
特
色

　

四
之
宮
に
は
地
元
が
優
先

的
に
使
え
る「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」が
あ
り
、こ
こ
で
行
う
親

睦
会
は
テ
ー
ブ
ル
で
行
っ
て
い

る
た
め
、座
布
団
で
の
団
ら
ん

だ
っ
た
以
前
に
比
べ
楽
に
な
っ

た
と
好
評
。通
い
の
場
は
９
グ

ル
ー
プ
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発

に
集
ま
り
、趣
味
に
体
力
作
り

に
と
楽
し
ん
で
い
る
。

　

松
原
地
区
は
７
ク
ラ
ブ
で
会
員

数
２
３
０
数
名
で
す
。

　

毎
月
１
回
各
ク
ラ
ブ
の
三
役
が

集
ま
り
役
員
定
例
会
を
開
催
し
、

連
絡
事
項
、今
後
の
予
定
や
活
動

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

活
動
は
活
発
で
す
。第
２
金
曜

日
に
は
公
民
館
ホ
ー
ル
で
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
の
懇
親
会
を
開
催
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
６
団
体
で

す
。

　

リ
ズ
ム
体
操
月
２
回
、混
声

コ
ー
ラ
ス
月
１
回
、グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
月
４
回
、

囲
碁
月
４
回
、健
康
麻
雀
月
２
回

で
皆
様
元
気
に
参
加
さ
れ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、公
民
館
と
の
共
催
の

シ
ニ
ア
学
級
は
５
回
開
催
、い
ず

れ
も
参
加
者
が
多
数
で
盛
況
で
し

た
。月
２
回
の
公
園
清
掃
・
花
壇
へ

の
花
植
え
・
草
取
り
な
ど
の
奉
仕

活
動
や
日
帰
り
バ
ス
旅
行
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

理
事　

吉
田　
　

勲

理
事　

福
岡　

光
夫

四
之
宮
地
区

松
原
地
区

参加 100 名の親睦会
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地 区 だ よ り
　

金
目
地
区
は
片
岡
・

広
川
・
青
柳
・
川
前
・
北

久
保
・
堀
ノ
内
の
６
地

区
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。田
畑
が
多
く

金
目
川
に
沿
っ
て
晴
れ

た
月
の
富
士
の
姿
は
と

て
も
き
れ
い
で
す
。

　

去
年
の
行
事
は
秦
野

市
に
あ
る
万
葉
の
湯
に

行
き
、カ
ラ
オ
ケ
・
食
事

を
し
て
１
日
を
楽
し
く

す
ご
し
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
秋
の
日
帰
り
親
睦

旅
行
で
山
梨
に
ぶ
ど
う

狩
り
・
ワ
イ
ン
見
学
等

を
め
ぐ
り
、わ
き
あ
い

あ
い
と
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。

　

又
い
き
が
い
教
室
へ

の
音
楽
・
手
芸
・
リ
ズ
ム

体
操
等
多
数
の
人
々
が

参
加
さ
れ
、ゆ
め
ク
ラ

ブ
福
祉
大
会
で
歌
う
事

が
出
来
、大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

理
事　

長
岡　

友
子

　

理
事　

宮
田
美
穂
子

旭
北
地
区

金
目
地
区

　

我
が
地
域
の
女

性
部
は
、コ
ー
ラ
ス

23
名
・
リ
ズ
ム
体
操

16
名
の
仲
間
た
ち

と
先
生
の
下
で
毎
月

２
回
ほ
ど
練
習
に
精

を
出
し
頑
張
っ
て
い

ま
す
。仲
間
の
平
均

年
齢
は
81
歳
に
な
り

ま
す
。私
達
女
性
部

の
皆
様
の
仲
間
づ
く

り
、高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
、地
域

社
会
に
貢
献
出
来
る

仲
間
と
今
後
の
各
自

の
健
康
と
フ
レ
イ
ル

予
防
に
皆
さ
ん
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

10

私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています

※次回の地区だよりは、港北地区・崇善東地区・豊田地区・港南地区の予定です



会 員 投 稿

　

大
き
な
鳥
の
鳴
き
声
で
起

き
、窓
か
ら
庭
を
見
ま
し
た
。

木
に
止
ま
っ
て
い
る
大
き
な
ム

ク
ド
リ
で
し
た
。小
さ
な
す
ず

め
、目
白
、尾
長
は
よ
く
庭
に
来

て
い
ま
し
た
が
、ム
ク
ド
リ
は

初
め
て
で
し
た
。こ
ん
な
大
き

な
鳥
が
小
さ
な
庭
に
来
て
、び

っ
く
り
で
す
。し
ば
ら
く
大
き

な
鳥
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
が

「
大
き
な
鳥
」と
い
う
こ
と
だ

け
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。後
日
友
人
に
話
し
た
ら「
そ

れ
は
ム
ク
ド
リ
だ
よ
」と
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。30
分
後
に

庭
に
行
き
、水
や
り
や
雑
草
を

ぬ
い
て
い
ま
し
た
。今
は
少
し

の
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。み

つ
葉
、サ
ニ
ー
レ
タ
ス
と
白
い

レ
タ
ス
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、サ
ヤ

エ
ン
ド
ウ
、小
松
菜
を
コ
ン
テ

ナ
に
育
て
て
い
ま
す
。小
松
菜

は
お
店
で
買
っ
て
き
た
物
を
、

根
の
部
分
を
使
っ
て
植
え
ま
し

た
。昨
日
、も
う
10
㎝
に
葉
が
育

っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今
日

見
て
び
っ
く
り
、葉
が
す
べ
て

食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。さ
っ

き
の
鳥
の
朝
食
に
な
っ
た
の
だ

と
気
が
つ
き
、よ
く
こ
の
小
松

菜
が
空
か
ら
見
つ
け
ら
れ
た
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。私
は
、そ
う

だ
カ
バ
ー
を
し
よ
う
と
思
い
た

ち
、網
を
そ
の
コ
ン
テ
ナ
に
か

ぶ
せ
、小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

小
松
菜
に
肥
料
と
水
を
し
て
、

ま
た
育
っ
て
ね
と
ひ
と
り
言
を

言
っ
て
庭
し
ご
と
か
ら
離
れ
ま

し
た
。

　

次
の
朝
ま
た
大
き
な
鳥
の
声

で
起
き
ま
し
た
。今
日
も
そ
の

鳥
は
同
じ
木
に
止
ま
っ
て
、大
き

な
声
で
鳴
い
て
い
ま
す
。残
念
だ

け
れ
ど
小
松
菜
は
、も
う
食
べ
れ

な
い
よ
、そ
し
て
網
を
し
た
し

と
思
っ
て
道
の
方
を
見
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
小
さ
め
の
同
じ
種
類

の
鳥
が
り
ん
ご
の
木
に
い
ま
す
。

そ
う
だ
！
こ
の
鳥
は
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
？
が
メ
ス
で
奥
様
か
？

昨
日
、「
新
鮮
な
小
松
菜
が
あ
っ

た
よ
、今
日
は
一
緒
に
食
べ
よ
う

よ
」と
大
き
な
鳥
が
さ
そ
っ
て
来

た
ん
だ
な
と
思
い
、な
ん
だ
か

ほ
ほ
え
ま
し
く
て
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
、

ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
小
さ
な
庭
に
も
、小
さ

な
ド
ラ
マ
を
み
て
い
る
よ
う
で
、

た
の
し
い
一
日
の
始
ま
り
の
日

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
時
の
小

松
菜
は
も
う
大
き
く
な
り
、い
つ

で
も
収
穫
で
き
る
ま
で
成
長
し

ま
し
た
。

朝
の
庭
に
て
崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二　

瀧
本　

光
代

　

初
め
て
コ
ー
ヒ
ー
に

出
会
っ
た
の
は
小
学
６
年

の
時
の
担
任
の
お
家
だ
っ

た
。可
愛
い
花
柄
の
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
中
の
こ
げ

茶
色
の
液
体
。「
こ
れ
は

ね
、コ
ー
ヒ
ー
と
言
っ
て
、

外
国
の
お
茶
よ
」。お
砂
糖

を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
、「
ど

う
ぞ
」。

　

見
た
こ
と
の
な
い
飲
み

物
に
少
し
の
怖
さ
と
大
き

な
好
奇
心
で
、そ
っ
と
一
口

飲
ん
で
み
た
。「
甘
い
！
不
味

い
！
」先
生
を
見
る
と
、お
い

し
そ
う
に
こ
の
時
間
を
楽

し
ん
で
い
る
様
で
し
た
。こ

れ
は
き
っ
と
、大
人
の
味
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
も
コ
ー

ヒ
ー
を
お
い
し
い
と
は
思

え
ず
に
い
た
け
れ
ど
、お

い
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
た

先
生
の
顔
を
思
い
出
す

と
、ど
こ
か
に
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
と
の
出
会
い
を

待
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま

し
た
。

　

80
歳
を
過
ぎ
て
、や
っ

と
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
に

出
会
い
ま
し
た
。

　

一
度
目
は
、秋
田
の
小

さ
な
町
の
レ
ト
ロ
な
喫
茶

店
で
。マ
ス
タ
ー
に
美
味

さ
の
秘
訣
を
聞
い
て
み
た

ら
、「
豆
、焙
煎
、挽
き
方
、

そ
し
て
水
。岩
木
山
の
伏

流
水
を
毎
朝
汲
み
に
行
っ

て
る
。そ
し
て
僕
の
愛
だ

ね
」愛
か
！

　

そ
し
て
次
に
出
会
っ
た

の
は
、東
京
。素
敵
な
お
店

が
立
ち
並
ぶ
四
ツ
谷
で
、

何
か
な
つ
か
し
い
感
じ
の

お
店
で
昭
和
の
雰
囲
気
が

心
地
良
い
。

　

期
待
は
し
て
い
な
か
っ

た
け
ど
、感
動
す
る
ほ
ど

の
コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
さ

に
、２
杯
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
店
は
サ
イ
フ
ォ

ン
で
、丁
寧
に
い
れ
て
ま

し
た
。

　

今
日
の
豆
は
、マ
ン
ダ

リ
ン
。ス
リ
ラ
ン
カ
の
野

生
的
な
味
と
聞
い
て
ま
し

た
が
、優
し
い
味
で
し
た
。

　
「
僕
は
コ
ー
ヒ
ー
を
愛

し
て
い
る
」。70
代
の
マ
ス

タ
ー
の
言
葉
で
す
。や
は

り
、「
愛
な
の
ね
」

　

こ
ん
な
小
さ
な
幸
せ
を

見
つ
け
て
、気
愛
を
入
れ

て
生
き
て
い
き
ま
す
。

私
と
コ
ー
ヒ
ー

松
原
地
区　

第
五
長
生
会　

立
花
冨
美
子

こ
ぶ
り
の
里
芋
を

グ
ラ
ス
に
沈
め
た

数
日
す
る
と
芽
ら
し
き
も
の
が

日
毎
に
成
長
し
始
め
た

愛
く
る
し
い
命
を

ま
じ
か
に
見
る
幸
せ

ま
た
数
日
す
る
と
別
の
芽
が

こ
ち
ら
の
方
が
太
く
力
強
い

や
が
て

そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
が
葉
に

小
さ
な
ち
い
さ
な
ハ
ー
ト
型

朝
に
は
葉
先
に
水
玉
を
生
む

ミ
ニ
ミ
ニ
真
珠
の
出
現

朝
日
に
輝
く
命
の
讃
歌

そ
れ
か
ら

力
強
い
茎
の
根
元
は
割
れ

新
し
い
茎
が
生
ま
れ
る

つ
ぎ
つ
ぎ
と

見
事
な
生
命
力

い
の
ち

岡
崎
地
区　

　

ふ
じ
み
野
寿
会　

福
田　
　

忠
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会 員 投 稿

　

今
日
、私
は
友
人
と

沼
津
漁
港
に
出
か
け

た
。平
日
の
た
め
か
観

光
客
は
ま
ば
ら
で
あ
る

が
、土
産
物
店
に
並
ぶ

大
き
な
魚
が
私
た
ち

を
に
ら
み
つ
け
る
。対

象
的
に
小
さ
な
魚
が
優

し
そ
う
に「
美
味
し
い

よ
。」と
囁
く
の
で
試
食

し
て
み
る
と
、お
や
つ

に
も
お
酒
の
肴
に
も
合

い
そ
う
な
の
で
早
速
買

い
求
め
た
。

　

海
の
幸
を
見
歩
い
て

い
る
と「
旬
の
刺
身
定

食
は
い
か
が
で
す
か
。」

の
声
に
引
か
れ
て
食
堂

に
入
る
と
舟
盛
り
の
新

鮮
な
鯵
や
ブ
リ
、イ
カ
、

鰆
、桜
エ
ビ
な
ど
が「
主

役
は
私
よ
。」と
居
座
っ

て
い
る
。こ
れ
ら
の
魚
は

全
部
、駿
河
湾
で
捕
れ
た

活
き
の
良
い
魚
ば
か
り

で
あ
ろ
う
が
、瀬
戸
内
育

ち
の
私
は
、色
は
？
太
さ

は
？
と
食
べ
比
べ
し
な

が
ら
頬
張
っ
た
。

　

魚
づ
く
し
の
旅
の
帰

り
の
車
中
、私
は
ふ
と
、

詩
人
金
子
み
す
ゞ
の「
い

わ
し
の
と
む
ら
い
」を
思

い
浮
か
べ
た
。人
間
の
世

界
で
は
大
量
の
鰯
に
沸

く
日
、海
の
底
で
は
鰯
の

仲
間
た
ち
が
弔
い
を
し

て
い
る
。」と
い
う
魚
へ

の
心
優
し
い
思
い
の
詩

で
あ
る
。

　

歳
を
重
ね
た
私
は
、い

つ
頃
か
ら
か
魚
料
理
を

食
す
る
時
、必
ず
右
手
に

箸
を
持
ち
、左
手
を
立
て

て「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」

と
唱
え
て
し
ま
う
。そ
れ

を
見
る
人
た
ち
は「
変
な

人
」と
笑
う
か
も
し
れ
な

い
が
、人
間
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
魚
の
身
に
な

っ
て
殺
生
す
る
人
間
の

エ
ゴ
を
少
し
で
も
許
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
か
ら
の
表
現
な

の
だ
。

　

そ
も
そ
も
、こ
の
程
度

の
祈
り
で
は
何
の
供
養

に
も
な
ら
な
い
と
は
思

う
が
、海
の
幸
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
今
晩

も
手
を
合
わ
せ
る
。

海
の
幸

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
二
ク
ラ
ブ

　

松
永
か
ず
こ

　

80
歳
の
大
台
が
近
づ
く
な
か
、最

近
三
つ
の『
フ
レ
イ
ル
』の
波
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
波
は
奥
歯
の
痛
み
で
し

た
。固
い
も
の
を
食
べ
る
と
痛
み
が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。こ
れ
は
記

憶
を
た
よ
り
に
、歯
ブ
ラ
シ
で
そ
っ
と

歯
茎
を
擦
り
続
け
て
治
し
ま
し
た
。

　

次
の
波
は
歩
幅
の
低
下
で
し
た
。

階
段
を
降
り
る
と
き
、踵
が
階
段
に

擦
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。歩

幅
が
狭
く
な
っ
た
せ
い
だ
と
思
い
め

ぐ
ら
せ
、腕
を
大
き
く
振
っ
て
歩
幅

を
広
げ
、解
決
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
大
波
で
し
た
。首
か
ら
右

腕
に
か
け
て
激
し
い
痛
み
に
襲
わ
れ

た
の
で
す
。日
中
も
ず
っ
と
痛
く
、夜

中
も
痛
み
で
目
覚
め
る
ほ
ど
で
し

た
。こ
の
痛
み
は
、直
感
的
に
筋
肉
の

コ
リ
だ
と
思
い
つ
き
、毎
日
２
、３
回

の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
次
第
に
軽
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
自
助
努
力
で
フ
レ
イ

ル
の
波
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
風
邪
の
セ
キ
だ
け
は
ダ
メ
で
し

た
。２
週
間
あ
れ
こ
れ
試
し
た
後
、近

く
の
医
院
に
駆
け
込
み
、や
っ
と
止

ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
自
助
努
力
と
医
療
の
助
け
を

上
手
に
選
ぼ
う
と
肝
に
命
じ
ま
し
た
。

自
助
努
力
と

医
療
へ
の
す
が
り

中
原
地
区　

中
原
下
宿
長
寿
会

　

井
関
伊
津
雄

　

富
士
山
の
初
冠
雪
を
見
る
と
何
故
か
わ

く
わ
く
す
る
。近
く
で
見
た
く
て
、過
去
に

は
山
梨
の
三
ツ
峠
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。も
ち
ろ
ん
平
塚
か
ら
の
眺
め
も
捨
て
が

た
い
が
、何
と
か
海
越
し
の
富
士
山
を
写
真

に
収
め
た
い
と
か
ね
が
ね
思
っ
て
い
た
。

　

定
番
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
他
に
穴
場
的

な
と
こ
ろ
は
な
い
か
と
検
索
し
た
と
こ

ろ
、伊
豆
の
三
津
港
の
背
後
に
聳
え
る
発

端
丈
山
が
見
つ
か
っ
た
。中
腹
に
は
見
晴

台
が
あ
る
と
い
う
。昨
年
の
11
月
の
最
後

の
日
に
写
真
撮
影
に
出
か
け
た
。街
を
抜

け
、み
か
ん
畑
を
脇
に
見
な
が
ら
登
っ
て

い
く
。最
初
か
ら
か
な
り
の
急
勾
配
で
あ

る
。老
い
の
身
に
は
こ
た
え
る
。歩
く
こ
と

約
20
分
、見
晴
台
に
到
着
。

　

青
天
白
日
。駿
河
湾
に
浮
か
ぶ
淡
島
と
ち

ょ
っ
ぴ
り
冠
雪
し
た
富
士
山
。絶
景
で
あ
る
。

海
越
し
の
富
士
山

中
原
地
区　

中
原
東
長
寿
会　

小
川　

正
春

　

私
は
長
寿
会
に
入
っ
て

15
年
に
な
り
ま
す
。今
で

は
私
に
と
っ
て
長
寿
会
は

生
き
が
い
で
す
。毎
日
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

入
っ
た
き
っ
か
け
は
カ

ラ
オ
ケ
を
や
り
た
く
て
入

り
ま
し
た
。月
１
回
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ
平
塚
で

皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
た

り
お
喋
り
、と
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
も
楽
し
み
で
す
。

　

教
行
く
、と
教
用
、と
有

り
ま
す
が
今
日
行
く
所
が

あ
る
、今
日
用
事
が
あ
る
、

目
的
が
あ
る
事
は
ボ
ケ
防

止
に
な
る
し
素
晴
ら
し
い

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
の

源
、長
寿
会
で
人
生
を
楽

し
ん
で
い
き
ま
す
。

長
寿
会
に

 

入
っ
て
15
年

大
神
地
区　

　

大
神
長
寿
会

豊
口　

孝
子
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令和7年度 

（注）*印の日は、会場等の都合により原則的な曜日以外の日を予定しています。

講　　師　 原　美佐子先生
回　　数　 10回・原則第４土曜日
時　　間　 10：00～12：00
会　　場　 福祉会館・大広間（3階）
参加人員　 １地区１～４人
開 催 日　
令和７年５月24日・６月28日・７月26日・８月23日
　　　   ９月27日・*10月11日・11月22日
令和８年１月24日・２月28日・３月28日

リズム体操健康教室

講　　師　 米谷　直美先生
回　　数　 ９回・原則第３金曜日
時　　間　 13：00～15：00
会　　場　 福祉会館・第２会議室（２階）
参加人員　 ３クラブ以内の地区は、３人以内
                      ４クラブ以上の地区は、４人以内
開 催 日　  
令和７年５月16日・６月20日・７月18日・８月15日
　　　   *８月22日・*10月20日・11月21日
令和８年２月20日・*３月27日

講　　師　 長岡　友子 副女性部長
回　　数　 ６回・原則第２水曜日
時　　間　 10：00～12：00
会　　場　 福祉会館・第３会議室（２階）
参加人員　 １地区１～３人
開 催 日　  
令和７年６月11日・７月９日・９月10日
　　　   10月８日・11月12日・*12月17日

音楽教室 手芸教室

講　　師　 藤吉　公子先生
回　　数　 ９回・原則第２月曜日
時　　間　 10：00～12：00
会　　場　 福祉会館・第３会議室（２階）
参加人員　 １地区１～３人
開 催 日　
令和７年７月14日・*８月25日・９月８日
　　　   *10月20日・11月10日・12月８日
令和８年*１月19日・２月９日・３月９日

ドレミハンドベル教室
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私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています



3ない運動の 　　　推進組織3ない運動の 　　　推進組織 ① 寝たきりにならない　② 物忘れしない　③ 孤立しない

4つの貯蓄が　　　できる組織4つの貯蓄が　　　できる組織
① 心と体が健康になります　② 友だちができます③ 趣味が増えます　④ いきがいとしての出番があります

〒254ー0047  平塚市追分1ー43平塚市老人クラブ連合会
☎（０４６３）36ー7227 ゆめクラブ湘南平塚 検 索平塚市福祉会館内

動のの動の

老人クラブへどうぞ！老人クラブへどうぞ！

崇
善
西
地
区

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
錦
長
寿
会

　

田
中　

博
由

シ
ャ
ボ
ン
玉
ゆ
が
み
し
ま
ま
に
舞
上
り

　
　
虹
色
風
に
子
等
追
い
か
け
て

崇
善
西
地
区

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
錦
長
寿
会

好
池　

恵
子

夫
入
院
五
〇
年
ぶ
り
単
身
に

　
　
楽
し
む
私
悪
妻
で
す
か

崇
善
西
地
区

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町　

坪
田　

裕
美

ゆ
め
ク
ラ
ブ
皆
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ

　
　
思
い
懐
し
七
国
の
里

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
二
ク
ラ
ブ

　

伊
藤　
　

努

海
は
凪
じ
っ
と
見
つ
め
る
竿
の
先

　
　
今
か
今
か
と
そ
の
時
を
待
つ

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
三
ク
ラ
ブ

　

吉
村　

哲
郎

大
山
も
か
す
か
に
霞
み
て
花
粉
飛
び

　
　
抵
抗
む
な
し
き
吾
の
苦
し
き

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ

　

さ
い
と
う
か
つ
こ

す
ず
め
た
ち
旧
知
の
鳥
が
絶
え
そ
う
と

　
　
な
ら
ば
と
エ
サ
を
買
い
に
走
る

中
原
地
区　

中
原
西
長
寿
会　

江
原
千
枝
子

早
春
の
陽
射
し
を
あ
び
た
土
手
の
草

　
　
た
め
ら
い
な
が
ら
芽
を
出
す
つ
く
し

豊
田
地
区　

豊
田
宮
下
豊
寿
会　

工
藤　

國
江

白
き
富
士
仰
ぎ
て
祈
る
散
歩
道

　
　
永
き
人
生
日
々
好
日
を

岡
崎
地
区　

西
入
福
寿
会　青

沼　
　

護

オ
ー
ガ
ス
タ
ゴ
ル
フ
の
聖
地
で

マ
キ
ュ
ロ
イ
よ

　
　
史
上
六
人
目
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム

港
南
地
区　

札
場
北
第
二
高
砂
会

　

水
野　

和
江

春
風
に
桜
吹
雪
の
気
持
良
い

松
原
地
区　

第
三
長
生
会　生

田
芙
美
代

櫻
蘂し
べ

ふ
る
公
園
の
水
た
ま
り

松
原
地
区　

第
七
長
生
会　大

谷　

節
子

剪
定
の
整
う
庭
の
柿
若
葉

松
原
地
区　

第
五
長
生
会　杉

山　

光
子

雉
鳴
い
て
一
山
動
く
郷
の
山

松
原
地
区　

第
一
長
生
会本

名　

節
子

就
活
終
へ
孫
う
ら
ら
か
や
ス
ー
ツ
脱
ぐ

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

　

田
坂　

定
之

亡
き
父
が
人
に
つ
く
せ
と
彼
岸
花

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

　

吉
岡　

利
夫

盆
栽
や
裸
木
を
見
て
は
春
を
待
つ

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二　冨

田
み
さ
子

花
冷
え
や
老
媼
磨
く
鍋
・
薬
缶

崇
善
西
地
区

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二　岩

澤
登
茂
子

蝉
し
ぐ
れ
人
影
も
な
し
円
覚
寺

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

　

鳥
澤　

光
代

隣
家
去
り
門
灯
霞
む
春
の
宵

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

　

鳥
澤　

統
治

み
ち
の
く
路
残
雪
の
な
か
水
芭
蕉

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
二
ク
ラ
ブ

　

勝
呂　
　

廣

幸
運
願
い
窓
際
に
置
く
黄
色
花

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
五
ク
ラ
ブ

　

髙
田
橋
修
一

灼
熱
や
歩
く
砂
浜
海
遠
し

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ

　

柏
崎　

国
雄

野
良
猫
と
風
を
分
け
あ
ふ
午
睡
か
な

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
七
ク
ラ
ブ

　

鴨
志
田　

尚

春
宵
や
別
れ
し
恋ひ

と人
の
影
と
銅ど

ら鑼

短
歌

俳
句
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八
幡
地
区　

八
寿
会
第
七
ク
ラ
ブ

　

鴨
志
田
あ
け
み

規
格
外
白
菜
キ
ャ
ベ
ツ
エ
コ
暮
ら
し

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

　

鈴
木　

克
司

水
温
む
鯉
が
群
な
す
渋
田
川

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

　

山
田　

直
子

お
み
く
じ
や
願
い
思
の
枝
垂
れ
し

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

　

馬
水　

長
子

玉
砂
利
を
踏
む
足
軽
し
伊
勢
詣

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ

　
小
島　

勝
子

軒
下
に
雀
寄
り
添
う
走
り
梅
雨

中
原
地
区　

中
原
西
長
寿
会　

豊
長　

良
子

お
茶
は
友
テ
レ
ビ
と
す
ご
す
今
日
も
ま
た

中
原
地
区　

中
原
西
長
寿
会　

西
澤
ス
ミ
子

柿
若
葉
路
地
の
日
差
し
に
色
深
む

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会　

林　

富
佐
子

車
座
を
見
お
ろ
し
て
い
る
夕
桜

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会　

今
井
か
つ
子

春
の
陽
に
そ
っ
と
か
ほ
出
す
ふ
き
の
と
う

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会

富
沢　

千
尋

平
塚
に
蓮
の
花
咲
く
要
法
寺

大
神
地
区　

大
神
長
寿
会　相

原
む
つ
子

花
筏
心
の
す
き
に
よ
ど
み
な
く

旭
北
地
区　

徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ　

中
谷　

榮
作

朝
起
き
て
今
日
も
生
き
て
る
蝉
時
雨

旭
北
地
区　

徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ　

清
田　

昌
子

春
風
が
戦そ
よ

ぐ
土
手
道
二
人
り
づ
れ

旭
北
地
区　

徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ

日
髙　

森
雪

た
ら
ち
ね
の
栗
飯
な
つ
か
し
お
ん
ど
さ
ん

旭
北
地
区　

公
所
ゆ
め
ク
ラ
ブ

矢
澤　

房
枝

吉
野
散
り
次
に
控
し
八
重
桜

旭
北
地
区　

日
向
岡
ゆ
め
ク
ラ
ブ

　

大
内　

賢
一

丹
沢
の
峰
薄
白
し
寒
戻
り

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ

田
村　

嘉
雄

梅
咲
き
て
初
鳴
き
欲
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　

三
須　
　

正

北
斎
の
ベ
ロ
藍
愛
で
て
芝
桜

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ

小
牧　
　

馨

花
粉
過す

ぎ
次
は
黄
砂
の
送
り
も
の

吉
沢
地
区　

吉
沢
老
人
ク
ラ
ブ

二
宮
美
智
子

日
常
に
戻
れ
し
日
日
や
新
茶
注
ぐ

豊
田
地
区　

宮
下
豊
寿
会武

井
チ
エ
子

春
来
た
り
野
山
も
里
も
花
だ
よ
り

港
南
地
区　

東
千
石
高
砂
会　

長
谷
川
ス
ズ
ヨ

肥
満
の
体
よ
り
孤
独
感
の
方
が
大
き
い

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

　

松
田
由
貴
子

ピ
ン
札
は
孫
へ
と
は
ね
と
く
お
年
玉

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会

本
川
ス
ミ
子

節
電
や
エ
コ
を
裏
切
る
値
上
げ
幅

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会

蒲
生　
　

晃

令
和
に
も
越
後
屋
ま
が
い
の
コ
メ
騒
動

松
が
丘
地
区　

東
中
原
い
ず
み
会　

内
藤
と
き
子

秘
密
の
花
園
カ
ー
ベ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー

競
い
咲
き

大
神
地
区　

大
神
長
寿
会　秋

元　

芳
美

早
場
米
実
の
り
待
ち
わ
び
パ
ン
を
喰
む

旭
北
地
区　

公
所
ゆ
め
ク
ラ
ブ　

矢
澤　
　

務

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
眼
の
先
竹
蜻ト
ン
ボ蛉

川
柳
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月 日 行　事 場　所
8 29 第61回ゆめクラブ湘南平塚福祉大会 中央公民館大ホール
９ 20 社会奉仕の日 市内一円
10 24～25 福祉会館まつり 福祉会館

11
７ 第53回ゆめクラブ湘南平塚スポーツ大会 総合体育館
28 女性部役員研修会 福祉会館
下旬 秋の宿泊旅行

12
市老連募金運動強化月間

10 友愛活動研修会 中央公民館
１ 下旬 第55回ゆめクラブ湘南平塚趣味の作品展 市民プラザ
５月～３月 生きがい教室 福祉会館

令和７年度　平塚市老人クラブ連合会事業予定（主なもの）

　

こ
の
度
も
、多
く
の
皆
様
よ
り

俳
句
、短
歌
、詩
、作
文
、等
々
に
お

寄
せ
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。感
謝
。

　

市
老
連
は
、友
愛
、奉
仕
、健

康
を
基
本
に
生
活
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

我
等
の
活
動
自
慢
は
仲
間
と

共
に
、清
掃
活
動
、グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、お
花

見
会
、日
帰
り
旅
行
、一
泊
旅
行

等
々
に
参
加
。

　

市
老
連
で
は
一
人
の
人
を
大

切
に
、軽
い
ス
ポ
ー
ツ
、友
愛
活

動
、フ
レ
イ
ル
予
防
と
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
の
学
習
。

　

幸
せ
の
ひ
ろ
ば
１
０
３
号

も
殆
ど
高
齢
者
向
け
の
内
容
で

す
。会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
楽
し

い
歳
月
の
実
現
を
。

編
集
後
記

令
和
７
年
７
月

◎
松
下　
　

傳　
　
　

○
下
田　

輝
行

　

尾
上　

守
保

　

吉
田　
　

勲

　

久
保
田
慎
司

　

長
岡　

友
子

　

相
原
む
つ
子

　

原　
　

和
子

編 集 委 員
令
和
７
年
７
月

教
養
部
長　

松
下　
　

傳

会　

長　

福
岡　

光
夫　
（
松
原
）

副
会
長　

井
上　

雄
允　
（
崇
善
東
）

　

〃　
　

松
下　
　

傳　
（
旭
北
）

　

〃　
　

三
觜　

嘉
雄　
（
岡
崎
）

　

〃　
　

五
味　

滋
子　
（
松
原
）

会　

計　

尾
上　

守
保　
（
花
水
）

理　

事　

長
谷
川
ス
ズ
ヨ（
港
南
）

　

〃　
　

石
井　

近
義　
（
港
北
）

　

〃　
　

青
木　

征
一　
（
崇
善
西
）

　

〃　
　

小
西
健
二
郎　
（
富
士
見
）

　

〃　
　

髙
田
橋
修
一　
（
八
幡
）

　

〃　
　

吉
田　
　

勲　
（
四
之
宮
）

　

〃　
　

蒲
生　
　

晃　
（
中
原
）

　

〃　
　

下
田　

輝
行　
（
松
が
丘
）

　

〃　
　

相
原
む
つ
子　
（
大
神
）

　

〃　
　

成
田　

栄
次　
（
豊
田
）

　

〃　
　

中
村　
　

胖　
（
金
田
）

　

〃　
　

原
田　
　

匡　
（
旭
南
）

　

〃　
　

宮
田
美
穂
子　
（
金
目
）

　

〃　
　

久
保
田
慎
司　
（
吉
沢
）

　

〃　
　

長
岡　

友
子　
（
旭
北
）

　

〃　
　

鈴
木
美
佐
子　
（
花
水
）

　

〃　
　

原　
　

和
子　
（
松
が
丘
）

　

〃　
　

武
井
チ
エ
子　
（
豊
田
）

監　

事　

柳
田　

達
男　
（
港
南
）　

　

〃　
　

秋
元　

芳
美　
（
大
神
）

令
和
７
年
度
役
員

 

Ｒ
７
・
４
月
現
在

私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています

このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本誌は誌面を通じて会員
の交流・情報交換はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【平塚市老人クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼


